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研究成果の概要：一部の不眠症患者は、実際の睡眠時間は質・量ともに正常であるにもかかわらず、

主観的には眠れないと苦痛を訴える（主観的および客観的睡眠時間の乖離）という睡眠状態誤認に陥

っている。本研究では、健常成人を対象に、主観的及び客観的睡眠時間の乖離メカニズムに関する

基盤データを取得することを目的に、主に客観的睡眠パラメータが睡眠中の主観的経過時間にどのよ

うに影響するか、６ブロック評価プロトコルを用いて明らかにした。睡眠中の主観的経過時間は一日の

中で睡眠をとる時間帯には関係せず、睡眠構造とくに先行する徐波睡眠量に依存することを明らかに

した。 
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１．研究開始当初の背景 
    睡眠中の主観的経過時間と客観的経過時

間の乖離は、臨床上極めて重要な意義を有して

いる。例えば、著しい不眠を自覚し、入眠出来

ずベッド上で長時間眠れないと苦痛を訴える不

眠症患者の一部は睡眠状態誤認（睡眠障害国

際分類:ＩＣＳＤ2nd*,2005）に陥っている。この病

態は、睡眠ポリグラフ上の客観指標では睡眠の

質、量ともに正常であるにもかかわらず、それら

とひどく乖離し睡眠状態の自己評価が著しく低

下するものである。睡眠状態誤認を有する患者

は概して治療抵抗性であり、睡眠薬への過度の

依存形成が生じやすく、臨床上の大きな問題と

なっている。従来の睡眠状態誤認の病態研究で

は、主として神経症的性格傾向や睡眠に対する

こだわりとの関係に焦点が当てられてきたが、主

観および客観的評価の乖離メカニズムは依然明

らかにされていない。さらに、主観的経過時間と

客観的経過時間の乖離は不眠症者の神経症的

傾向の深刻化や診断・治療の遅れ、睡眠時無

呼吸症候群患者、シフトワーカー、短時間睡眠

者などで生じやすい睡眠不足（覚醒水準低下）
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の自覚欠如による居眠り運転等のヒューマンエ

ラーの増加、診断・治療の遅れなどを引き起こ

すリスク要因となっており、これらの乖離の間に

ある病態機序の解明は睡眠医療上の急務とな

っている。 

 

   近年、時間認知障害の視点から、上記患者

の感じる睡眠中の主観的経過時間と脳波上で

確認される客観的時間経過の乖離が病態形成

に重要な役割を果たしている可能性が示唆され

ている。睡眠中の主観的経過時間と客観的経

過時間の乖離の背景にある生理学的機序を明

らかにすることができれば、時間認知に関する

脳機能や睡眠障害の病態理解に大きく貢献す

ることが予想される。 

 
２．研究の目的 
   本研究では、主観的及び客観的睡眠時間

の乖離メカニズムとその制御法に関する基

盤データを取得することを目的に、睡眠時間、

睡眠深度、生体リズム位相などの客観的睡眠

パラメータが睡眠に対する主観的評価にど

のように影響するか、６ブロック評価プロト

コルを用いて明らかにした。本研究は研究代

表者が所属する国立精神・神経センター武蔵

地区倫理委員会の承認を得たものである。 
 
３．研究の方法 
【研究１】  

  規則正しい睡眠習慣であることを確認し

た健常成人男性 17 名を対象とした。実験に先

立ち、国立精神・神経センターの医師による診

察及び臨床検査を行い、身体疾患、精神・神経

疾患を持つ者を除外した。実験開始２週間前か

ら、すべての被験者に対し、構成面接法による

精神症状評価、睡眠日誌・携帯型活動量測定

装置（アクチウオッチ, Mini Mitter 社製）による睡

眠習慣の評価を行った（スクリーニング）。これに

より不規則な睡眠習慣といった交絡要因を排除

した。実験は、0~9 時までの睡眠をとる夜間睡

眠条件、および、生体リズムの逆位相にあたる

12~21 時まで睡眠をとる昼間睡眠条件の２つの

睡眠条件を設定した(図１)。 
  いずれの条件においても、９時間の睡眠区間

を 90 分ずつの６ブロックに分け、各ブロックで 1

回覚醒させ、仰臥位にさせたまま口頭質問を行

い 、主観的経過時間を得た （ TEP ： Time 

Estimation Protocol-時間認知評価プロトコル）。

被験者を覚醒させるタイミングは、覚醒直前の睡

眠構造が主観的評価に影響を与えることが知ら

れているため、１）一晩で最も多く出現する睡眠

段階２が出現して３分後に統一し、２）消灯また

は覚醒試行終了後から４５分以上睡眠をとった

時点とした。これらの基準を満たさなかった時、

ブロックの最後で覚醒させた。口頭質問では、

時間に集中せずに被験者の時間認知に対する

自然な印象を確保するため、主観的経過時間

の質問のほかに、眠気や睡眠感についての質

問を含めた。実験中は自記式スケールにて眠

気・気分などの心理状態を把握しながら、全

ての被験者に対し深部体温測定、ホルモン測

定による生体リズム位相を判定するととも

に、睡眠ポリグラフ記録を行い、睡眠ポリグ

ラフ解析により睡眠・覚醒度を判定した。 
 
【研究２】  

  規則正しい睡眠習慣であることを確認し

た健常成人男性 11 名（平均年齢±21.7 歳）

を対象とした。スクリーニングなど実験前評価に

ついては研究１と同様とした。シールドルーム内

にて 24 時間以上にわたり 40 分就床（睡眠）、

80 分の離床（覚醒）を繰り返し行わせた。40

分の就床区間終了時に主観的睡眠時間を評

価させた。被験者には予め短時間の就床と離

床を繰り返すことは伝えたが、実際の周期は

教えず主観的睡眠時間について感じたまま

答えるように指示した。実験を通して、就床

中の睡眠ポリグラフ記録の他に深部体温、メ

ラトニンを連続的に測定した。 

 
４．研究成果 

【研究１】  

  Table１に夜間睡眠条件（NS）、昼間睡眠条

件（DS）それぞれにおける一晩の各睡眠パラメ

ータおよび深部体温の最低・最高時刻を示した。

睡眠段階 1、段階 3+4（徐波睡眠）、および段階

REM 出現量は両条件間で有意な差が見られな

かった。一方、夜間睡眠条件に比べ昼間睡眠

条件において、段階２は有意に減少、段階覚醒

は有意に増加した。夜間深部体温リズムの位相

は両条件間で有意な差がみられなかった。 

  図２に主観的経過時間および各睡眠段階の

経時的変化を示した。健常成人では夜間、昼間

どちらの睡眠条件においても睡眠の前半では実

経過時間よりも長く見積もり（約２倍）、睡眠後半

図１：夜間（NS）および昼間（DS）睡眠条件の 

    実験スケジュールと６ブロック評価プロトコル 
      



 

 

では実経過時間より短く見積もった（約 0.5 倍）。

段階 3+4（徐波睡眠）出現率は夜間、昼間どちら

の睡眠条件においても睡眠前半から後半にか

けて有意に減少し、交互作用はみられなかった。

段階覚醒、段階２、段階 REM 出現量について

は交互作用がみとめられた。すなわち、段階覚

醒および段階２は、夜間睡眠条件では時間経過

に従う有意な変化は見られなかったが、昼間睡

眠条件では睡眠の後半から段階覚醒では増加、

段階２では減少した。段階 REMは、夜間睡眠条

件では時間経過にしたがい減少し、昼間睡眠条

件では時間経過にしたがい増加した。段階１は

条件、時間経過について有意な効果がみられ

なかった。重回帰分析の結果、主観的睡眠時間

に有意な正の関連を持つ客観的パラメータとし

て徐波睡眠出現量が抽出された。すなわち、睡

眠中の主観的経過時間は睡眠をとる時間帯に

関わらず徐波睡眠量に影響を受けることが示さ

れた。 

   睡眠経過中の主観的経過時間は、夜間睡

眠時および昼間睡眠時のいずれにおいても、す

なわち睡眠をとる時間帯にかかわらず、１）睡眠

の前半では実経過時間よりも長くなるが（過大評

価）、時間経過に従って短くなる（過小評価）、

２）徐波睡眠が多いほど、長くなることを明らかに

した。近年、増加の一途をたどる不眠症患者の

呈する主観的睡眠時間と客観的睡眠時間の乖

離の背景にある病態メカニズムや病態理解に貢

献することが期待される。 

 

【研究２】 

  主観的睡眠時間は有意な概日変動を示し、

午後８時前後で最低を示した後、朝方に向けて

延長し午前８時に最大となった（約３倍）（図３）。

さらに午後８時前後では睡眠時間をほぼ正確に

評価していたが、朝方に向けて過大評価すると

いう傾向がみられた。睡眠パラメータおよび深部

体温、メラトニンとの関連については、現在解析

中である。例数を増やした検討も行っている。こ

れらの結果は睡眠状態誤認などの不眠症患者

の病態メカニズムの解明に役立つと考えられる。

今後不眠症患者を対象に検討する予定である。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

表１： 

夜間および昼間睡眠条件における睡眠、深部体温パラメ

ータ 

図２：夜間（NS）および昼間（DS）の時間帯における       
主観的経過時間、各睡眠段階の変化(業績６より) 

図３：主観的睡眠時間の日内変動 
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